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マウス腸嬬動に及ぼす鎖灸刺激の効果(第 l 報)

正常マウスに対する検討 ー
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要旨 腸蛸1VJに及ぼす銭灸刺激の効果を検討する目的で，マウスをf1J\、炭主治械を経門的に胃内へ注入

し小限における!:lUミ溶液の砂動距開店を指邸として。似及ひ'灸の刺激日H位について険討した そ白結呆

銭此び灸刺激共に背部刺激では腸総動が若干促進されたが有怠差は認められなかった しかし腹部錨

刺激では有 .c.uこ促進され (P<O.OOI )， 腹部施灸によって有むに抑制された( p く0.05) 次に I 灸の

刺激!誌による影響を検討するために服部及び背部に小灸 l 壮小灸 3 jl:. 大灸 3 社を施灸した その結

果強刺激では脇島自動が促進されたり抑制されたり一定の傾向がみられなかったのに対 L。弱車峨では

腹部で抑制。背部で似逃される傾向がみられた

Effect of Acupuncture and Moxibustion on Intestinal Peristalsis in Mice. 

(First Report) 

Study in the Normal Mice. 
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Summary: '1'0 study thc effec凶 o f acupuncture and moxibuslion at d汀fc r ent stimulation 

points on intesllnal peristalsis.tho distance of inlrainteslinal movemont of a carbon solution 

injeclcd 1nto the stomachs of micc was evaluatcd. Results indicaled that i川田tina l pcrislalｭ

sis tcnded 10 accelerate upon acupuncture and moxibustion 81 dorsal pOÎnts , acccleratcd sig 
nificanl1y by acupuncture 8t abdominal pointsC Pく0.00 1)， and was suppressed significantly 

by moxibustion at abdominal poinls(Pく0.05). Subscquently. thc effectivc dosc of moxibuslion 

¥vas invcst培a lcd usîng 可 8nous amoun凶 of moxibusLion stimulation. A small cone 1 timc , 

small cone 3 tim es , 01' largc conc 3 1imes 以 as employed at abdominal and dorsal points 

1'he rcsults suggestcd that Elbdominal stimulation tended 10 supprc日 and dorsal slimulati on , 

accelcrate , intestinal pcristalsis upon the ¥....eak stimulation (small conc 1 1ime) 
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38 マウス腸館勤に及ぼす鈍灸刺激の効* (第 l 柑)

I 緒言

腸管i!l!動拠常に虫、lする鍛灸治iJ，i効巣を l世J らかに

する目的で. ヒトのUMTlより発するグル音をJH惚

として倹討してきたけ。その結巣，イレウスによ

る l協耕助/[jffi状態に対して銭治僚を行なった所，

鋪刺激時には疋進した脳脱動は抑制され，それに

伴い腹痛が軽減する、jJがわかった また. ~~刺激

後には抑制されていたI1品摂動は逆に促進され1 そ

の後に排便 ・ 排ガスをみるmが多い傾向にあっ

た 1 )

そこでこの様な銭刺激の効果をより明確にする

目的で.マウスを用い， 炭末詰#液を経口的にr'lr勾

へ注入 l. 小腸における炭末骨子液の移動距離を指

僚として.脇焼却Iに及ぼす鎖灸刺激の効果を検討

した.

E 材料及び方法

実験動物は ddY系マウス . !iL 5-6 迎令

(清水~験材料)をmい，刺激部伎となる腹部と

背gjlを部1)毛 した後.:k験ijíí 18-201l~n\J.絶食(飲

水は臼 8.1)とした

1 )炭末溶液の作製

腸軒[iIJの指標とするための炭来的液は， アラビ

アゴム CArabic Gum. 平lJ光純柴工業株式会H J .

活性炭議 CCharcoal. Acliva回ιPowder. 和光

純薬工業株式会社) . 水とを 1 : 1 : 8 の比率で混

合して作製した

2 )実験方法および評価方法

上記の方法で作製した炭末溶液 0.3ccを経 11 ゾ

ンデ針をつけた 1 ml 注射程を用いて，経口的に

胃内へ注入した 注入後，対照I昨はそのままケ

ジ内に1直前 L 鍛， 灸刺激群はそれぞれの刺激を

行ない. 20分間ケージ内に放置した 20分後にマ

ウスを~jHff 脱臼死させ，胃幽門剖lから回盲部まで

の小H誌を取り出 l. 小脇全体の長さと炭末溶液が

移動した距離を測定した 評価方法は炭末的波の

移動した長さの小Jßk:ít体に占める '， liII合 C%) を炭

末の移動比率と して表示した， なお有志差の検定

には . Student's t-testを用いた

3) 炭末移動比率による評価方法の妥当性につい

ての検討

;Jé験を進めるにあたり評価店法である炭ぷの移

動が， IJ詰螺動状態を忠実に反映しているのかとう

かを検討する門的で1 抗コ リンエス テラーゼ楽で

あるワゴスチグミン (0. 1μ g/g 体重)及び，日1)

交感神経遮i析薬であるアトロピン(10μg/g 体

重)を炭末治7直rl 人 15分nÍjにマウスのi腹部l主 Fに

注射する事によって 人為的な似蝦動の;，c巡， 抑

制状態をi'1 り ， 刈!!日ll'iとの炭木の移動比率を比較

した

4 )鍛及び灸の刺激部位と刺激方法

刺激部位は，服部刺激群として図 l の如l く服部

のIj I !Aとより約 5mm 外方の部仙に， 天枢穴州叶部

仰をとり，背部刺激群は段下|雌椎の外方 1 約 5

mmの部位に大似合穴相当部仰を設定した.

刺激方法は鎖刺激では門l主針(セイリン化成，

針 i干 0.24mm，量|長 1. 7mm守 リングi干 2.8m 

m) をテープで|百|定した後， 20分間， 闘はした.

灸刺激では半米柑大(小灸 0.6mg) を左心得 l

壮施灸した.

なお。 実験は，①腸嬬YV}に及ぼす録刺激の影

宇中旬②腸慌mlJに放ほす灸刺激の影響， ③灸刺激

の刺激起の違いによる効果の 3 点について検討し

背部 腹部

図 1 刺激部位
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① >RAç移動比、幹による評i，lI i方法の妥当1'1 につい

ての検討

|虫12 は科部における炭末移動比'1-1の平均値:t s

Dを示したものである jl!t処置対照群の平均59.3

%に対してワゴスチグミンmでは平均82.2% と作

立に炭ぷの移動が促進され( P<OOI). アトロ

ビン市では平均44.5% と台\也に炭末の移動が抑制

された( P<OOI). 
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図 2 薬物投与による炭末移動比率の比較

この械にJlut~;illJJを促進するコ リ ンエステラーゼ

111l'.'1剤であるワゴスチグミンによって炭末の移動

がイf:Oに促進されI JJb}i;]即jを抑制する副交感神経

遮断高1)であるアト ロピンによって炭末の移動が行

訟に抑制された事より，炭末移動比率は11M儲動状

態を評価する )j法ーとして有用であると与えられた
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図 3 鎚刺激による度末移動比率の比鞍

②以刺激のマウス腸蛸動に及ぼすWf~!

マウスの腹部及び背部に円皮針を附置し， 鍛刺

激の影響について検討した(凶 3 ).図は各 l拝に

おける炭末治液の移動比率の平均値土 SDを示し

たものである 対照群が平均 5 1.1 %であったの

に対して， 腹部銭刺激群では平均 58.5% と有訟

に1J1Ä'の移動が促進された( P<O ∞ 1 ) . 一方，

背部舷刺激l洋では平均 53.7 %と若干の促進傾向

が，沼められたが， 有志差は認められなかった

③灸刺激のマウス腸館勤に及ぼす影初

版部及びTT部に小灸 l 壮施灸 L ， 灸刺激のマウ

ス服部動に及ぼすtt3轡について検討した(図 4 ) 

図の如く，対照昨の平均 49.7 %に対して，腹部

小灸 l 壮施灸鮮では平均 44.7 %と行~に以来の

移動が抑制された( P<O.05) 一方， 背部小灸

1 ii:施灸llfでは平均 53.6 %と逆に促進される傾

向がみられたが有志差は認められなかゥた

④灸の刺激1l!:の検討

そこで，刺激卦の迷いが炭末の移動距離へ及ぼ
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灸刺激による炭末移動比率の比較

す影響をみる日 rr，jで.灸の刺激肢を変えて検討し

た 腹部， ;'r部それぞれに大灸 C 2 mg) 3 壮及び

小灸 CO.6mg) 3 HJ.庖灸したものと小灸 l 壮施灸

したものとを比較した(図 5 ).図は腹部施灸i拝

と背部施灸併の炭，R移動比率の平地fl直:t SDを示

したものである グラフの上段は腹部施灸群，下

段は背部施灸市であるが， 腹部，背部施灸群とも

に.対照鮮に比してよーがみられたのは小灸 l 壮胞

灸群のみで大灸 3 壮， 小灸3t1 施灸訴では対照群

とほとんど差がEEめられなかった そこで各若干マ

ウスの側々の炭末移動比率にä口してみた日盟 6 ). 

図はそれぞれの灸刺激Ii!におけるマウスの個々

の炭末移動比率を示したものである。 .EIlが各個

体の炭末移動比率で，斜線部分が1m処置{対Jl1日マウ

スの移動比率の平均値 :t 2S Dのíllli凶を示したも

のである 腹部及び背t1Hに灸刺激を加えると.対

照群の平均値:t 2SDの純1mを迎脱するものがみ

られるようになるが，腹部灸刺激群においては.
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図 5 各灸刺激による炭末移動比率由比較

比較的強刺激である大灸 3il施灸P，I， 小灸 3 壮施

灸併では対照市の、F同fl!j :t 2 S 0の随図より高値

のものと低値のものが混在し 一定の傾向がみられ

ないのに対し. これらより弱刺激である小灸 l 泊

施灸群ではすべて対照群より低fl自に泡脱していた

また. 背剖lbíl!灸 1\1においては， 大灸 3 壮胞灸~Iで

は対照I詳の平均値:t 2SDの純1mより日!IÜのもの

が 2 伊11.低値が 2 例4 小灸 3 ~士施灸111では高値が

2 f抑j ， 低虻iが 3 例と 定の傾向がみられないのに

対し， 小灸 1 j I 施灸1~下では74他が 4 例.低{l自が l

伊!と促進的に逸脱するものが多かった

IV 考察

これまでに我々はイレウス '1\者に対して鍛治療

を行ない， 冗逃した脇蹴動が録刺激によって抑制

される傾向にある冶JIを報告した しかしこれら
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図 6 書個体由民末移動比率

のメカニズムに|期する詳細は不明であり ， 品も切j

架のある刺激部位句刺激iilなども l明らかにされて

いない裁樹明ら2) はラットに炭末懸部i液を経

口的に白内へ注入し， 小脇における炭末の移動距

両itを指棋と して問11子湯の門脇運動へのfJ~~:!を検

討している. そこでこの実験系を応用し、マウス

を!日いて腸鴎動に及ぼす鍛灸刺激の効巣を. 刺激

部位と刺激量について検討した

まず腹部， 背部に鍛 ・ 灸刺激を行ない刺激古IH立

について検討した結梨， 鍛刺激ではl腹部刺激にお

いて有志に炭末的液の移動が促進されたが， TT部

刺激ではあまり変化がみられなかった.灸刺激で

は1I!i剖l小灸 l 壮施灸により JX末溶液の移動が行芯

に抑制されたがI 1Ti1H小灸 l 壮施灸では促進され

る傾向がみられたものの，有I主差は認められなか勺

た.以上の結架より背部刺激より版剖煉日独の]]が，

マウス脇嬬動に*'1 して， 大きな変化を及ぼすヲJrが

わかった. また l 刺激部位は同じでも鍛刺激と灸

刺激では反応也の児なる事が明らかとなった

これらの作刷機序に関する許制は不明であるが，

自律神経を介する体制内臓反射の関与がl品も考え

られる.佐藤3)はラッ ト の腹部の皮府を刺激する

と反射性に小似の連動が低下し， これは小腸支配

の交感神経枝の遠心性放電活動が皮!崎刺激によっ

て克進するからである と している 腹部小灸 l 杜

施灸により脇鍬助が抑制されたことは.このよう

な反射の 1\11与が示唆される 一方.福原，)によれ

ば， 反射効果が抑制あるいは促進のいずれかにな

るのは，求心性刺激の種類，鋭Il:tおよび動物の条

例によって変化しうると述べている.また町 中村

ら 5)は鍛灸刺激の心屯図 R - R 間隔の変動に対す

る影響について検討し，録刺激は副交感神経を刺

激 l，灸刺激は交感神経の緊張状態をもたらすの

ではないかと述べている これらのIJlから，同じ

腹部刺激でも錨刺激は促進的に， 灸刺激は抑制的

に作用し たことは， 録刺激が副交感神経活動を如l
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激し ， 灸刺激が交感神経活動を刺激した事が示唆

されるが， 今後町 神経生I!I]学的な検討及びヒトと

の比較検討が必要であると思われる

さて， 上述の有iU京4)は，腸辺ifV}に対する刺激効

果が求心柑刺激の頻度の迎いによっても変化する

と述べている事より。大灸 3 壮施灸， 小灸 3 壮灸

施灸を追加し灸の刺激i;lを検討した結果， 平均

値で比較する限り ， 対照]洋とほとんど差が認めら

れなかった. そこで昔話処îi1対照鮮の、l主主]1直:t 2S

Dの範聞を生田的i距凶とすると.その範囲からの

逸脱が何らかの影響を受けているのではないかと

与え，各llfマウスの側々の炭末移動比率について

みた結果，腹部施灸n;.，背剖>lJ血灸群ともに大灸 3

壮施灸.小灸 3 壮施灸においては. 事1!f(\群の 'H型

的範囲よりの逸脱例が高官官のものと低仙のものが

混在していたのに対し1 小灸 l 壮施灸においては，

腹部施灸では逸脱例がすべて低仙を示し í'f部胞

灸では111他を示すものが多かった この事からマ

ウス 141蛎動に対する灸刺激の刺激設は，強刺激よ

り弱刺激の方が効果的に作川 L ， さらに.弱刺激

の腹部施灸によって!協蝦勤が抑制され，背m~施灸

によって促進される傾向にある、JIが示唆された

今後、脇蝦動が抑制あるいは促進されたマウス

を作製し.このような病的な状態に対しての銭灸

刺激の効巣を検討していく必裂があると思われ

る

V まとめ

l協嬬動に及ぼす鍛灸刺激の効果をlijJ らかにする

目的で。マウスの小脳における炭末移動比率を桁

僚として I 銭灸刺激の刺激部位.刺激1.1の逃いに

よる影響について検討した その結県，腹部 1ti

施灸でマウス脇鰯動が有志に抑制され， 1111:\11銭刺

激によって宵怠に促進された. 一方， ;"f部刺激で

はいずれも促進される傾向にあったが，イl.ìZt差は

認められなかった また灸の刺胤誌を検討すると

強刺激では協的;動が促進されたり抑制されたり 一

定の傾向がみられなかったのに対し，出j刺激では

腹部で抑制.背古~lで促進される傾向がみられた

この可Iより 灸刺激においては刺激日の去がその

効果に大きく修押する ' Jlが示唆された
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